
唐桑地区最大のイベントである「リアス牡蠣まつり唐桑」も
今年で28回目を迎えます。津波被害により牡蠣養殖施設等が
壊滅的な被害を受けましたが、災害復興ボランティアの方々
からの支援を頂いた事への感謝と復興を誓い感謝祭として継
続し、昨年は来場者約27,000人と盛大に開催されました。
当日は、牡蠣の炭火焼、鮭のあら汁、メカジキの刺身、メカカ

レーなど無料試食コーナー、商工祭も同時開催されます。他に
も大漁唄込みなどの郷土芸能、メカジキの解体ショーなどイ
ベント盛りだくさんで旬な唐桑を堪能出来るお祭りです。

■開催日／平成25年11月17日（日）
午前9時30分から午後2時まで

■場　所／気仙沼市「唐桑小学校校庭」
■交　通／JR気仙沼駅より徒歩15分

「三日町」バス停より、市内路線バス御崎（おさき）
線に乗車、「砂子浜(すなごはま)」バス停下車すぐ。

■問合先／リアス牡蠣まつり唐桑実行委員会
（唐桑町観光協会内）

TEL・FAX 0226-32-3029

第28回リアス牡蠣まつり唐桑
～感謝祭＆復興の海原へヨーソロー～ ●商工会長セミナー•商工会長会議 （２）

●秋の叙勲•文化の日表彰 （２）
●宮本周司参議院議員来仙 （2）
●商工会事業（亘理山元商工会） （3）
●大規模災害時に連携 （3）
●復興への道標（東松島市） （3）
●ある日の指導日誌から（玉造商工会） （4）
●地域力　新商品・新サービス開発支援事業  （5）
●宮城県特産品の販路開拓支援事業  （5）
●私のお父さん（柴田町商工会青年部） （5）
●創業塾開催のお知らせ （6）
●中小企業大学校仙台校からのお知らせ　 （6）
●税のひとくち知識 （7）
●青年部•女性部コーナー （8）

天　　野　　　忠　　正

株式会社髙橋プリント
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商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
・
商
工
会

長
会
議
が
九
月
二
十
六
日
、
Ｋ
Ｋ

Ｒ
ホ
テ
ル
仙
台
で
開
催
さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
宮
城
県
富
県

宮
城
推
進
室
の
今
野
室
長
が
、
震

災
復
興
計
画
に
基
づ
き
、
も
の
づ

く
り
・
商
業
、
観
光
等
の
産
業
再

生
を
加
速
化
さ
せ
る
た
め
策
定
さ

れ
た
「
み
や
ぎ
産
業
再
生
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
、
野

村
證
券
㈱
仙
台
支
店
の
堀
支
店
長

が
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
沸
く

七
月
二
十
一
日
実
施
さ
れ
た

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に
お
い

て
、
厳
し
い
選
挙
の
中
初
当
選

を
果
た
し
た
宮
本
周
司
参
議
院

議
員
（
全
国
商
工
会
連
合
会
顧

問
）
が
来
仙
。
商
工
会
長
セ
ミ

ナ
ー
開
催
前
に
、
全
国
連
を
中

心
に
取
り
組
ん
で
い
る
「（
仮

称
）
小
規
模
企
業
基
本
法
」
制

定
に
向
け
て
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

宮
本
氏
は
「
小
さ
な
事
業
者

が
希
望
を
持
ち
、
地
域
に
根
を

張
っ
て
し
っ
か
り
と
経
営
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実
現

で
き
る
よ
う
、
税
制
や
金
融
な

ど
事
業
環
境
を
整
備
す
る
た
め

の
小
規
模
企
業
基
本
法
を
作

り
、
地
域
の
再
生
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
力
強
く
誓
っ

た
。

日
本
経
済
の
「
今
後
の
情
勢
と
見

通
し
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
講
演

を
行
っ
た
。

堀
支
店
長
は
「
消
費
税
増
税
を

目
前
に
控
え
て
い
る
が
、
被
災
地

に
お
い
て
は
、
地
域
中
小
・
小
規

模
企
業
が
景
気
回
復
を
実
感
す
る

に
は
程
遠
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
東
京
で
の

二
〇
二
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開

催
決
定
と
、
球
団
創
設
九
年
目
に

し
て
、
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン

イ
ー
グ
ル
ス
が
待
望
の
優

勝
の
、
二
つ
の
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
を
契
機
に
、
大

震
災
か
ら
の
復
興
と
経
済

成
長
の
起
爆
剤
に
つ
な
げ

て
欲
し
い
」
と
締
め
く

く
っ
た
。

ま
た
、
公
務
ご
多
忙
の

中
、
村
井
知
事
が
駆
け
つ

け
、「
商
工
会
の
皆
さ
ん

が
、
疲
弊
す
る
地
域
に
お

い
て
日
々
尽
力
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
〝
富
県

宮
城
実
現
〟
の
た
め
復
興

支
援
に
よ
り
一
層
の
ご
協

挨拶する村井知事

小規模企業基本法の実現に向
け、状況を説明する宮本議員

次年度商工会関連予算等について説明

チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
地
域
再
生
へ

︱
商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
・
商
工
会
長
会
議
︱

こ
の
度
、商
工
会
関
係
で
次
の
方
々
が
受
章
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

平成25年
文化の日表彰
（産業功労）

平成25年
秋の叙勲

（旭日双光章）

今　

野　

秀　

俊
氏

（
登
米
み
な
み
商
工
会
会
長
）

八
重
樫　

國　

光
氏

（
県
連
合
会
理
事
・

大
河
原
町
商
工
会
会
長
）

栄えある受章おめでとうございます

小規模企業基本法の制定に向け
宮本周司参議院議員来仙

力
・
ご
支
援
を
お
願

い
し
た
い
」
と
訴
え

た
。引

き
続
き
開
催
さ

れ
た
会
長
会
議
で

は
、
平
成
二
十
六
年

度
国
の
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
関
係

予
算
案
等
に
つ
い
て

説
明
す
る
と
と
も

に
、
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
に
伴
い
、
中

小
・
小
規
模
企
業
が

円
滑
に
価
格
転
嫁
で

き
る
よ
う
消
費
税
転

嫁
対
策
窓
口
相
談
等

事
業
の
実
施
に
つ
い

て
協
力
を
求
め
た
。
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復
興
支
援
事
業
と
し
て
始
ま
っ

た
「
一
店
逸
品
運
動
事
業
」
の
一

環
と
し
て
今
年
も
オ
ー
タ
ム
チ
ャ

ン
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
九
月
六
日

㈮
〜
十
六
日
㈪
ま
で
の
十
一
日
間

開
催
さ
れ
た
。

「
一
店
逸
品
運
動
」
と
は
個
店

そ
れ
ぞ
れ
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
等

特
色
あ
る「
ひ
と
」「
も
の
」「
こ
と
」

を
見
出
し
、
各
店
舖
の
魅
力
づ
く

り
、
個
性
の
明
確
化
を
図
る
と
共

に
、
商
店
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、
消

費
者
の
購
買
力
及
び
満
足
度
ア
ッ

プ
に
つ
な
げ
る
事
を
目
的
に
実
施

し
て
い
る
。

商
工
会
に
申
請
さ
れ
た「
逸
品
」

は
そ
の
ま
ま
認
定
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
役
員
ら
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
た
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
員
及
び

指
導
員
等
が
審
査
員
と
し
て
各
店

舖
を
訪
問
し
、
逸
品
た
る
所
以
を

伺
い
、
そ
の
後
審
査
・
認
定
・
登

録
と
い
う
手
順
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
認
定
さ
れ
た
五
十
二
店
舗

の
多
く
は
、
亘
理
・
山
元
両
町
内

で
古
く
か
ら
営
業
し
て
い
る
商
店

で
あ
っ
た
が
、
審
査
を
行
う
中
で

各
店
主
の
こ
だ
わ
り
や
商
品
の
特

色
を
改
め
て
知
る
こ
と
と
な
り
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
員
か
ら
も
「
初

め
て
知
っ
た
」
な
ど
の
驚
き

の
声
が
上
が
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
新
し
い
発
見

を
消
費
者
の
方
々
に
も
実
感

し
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
、
と
い
う
こ
と
で
実

施
さ
れ
た
の
が
オ
ー
タ
ム

チ
ャ
ン
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

あ
る
。

逸
品
認
定
店
で
買
い
物
を

す
る
と
応
募
券
が
も
ら
え
、

そ
の
場
で
必
要
事
項
を
記
入

し
店
頭
の
応
募
箱
へ
投
函
。

東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
連

合
会
の
会
長
が
八
月
二
十
七
日
、

福
島
市
で
一
堂
に
会
し
、
商
工
会

連
合
会
同
士
に
よ
る
広
域
的
な
支

援
で
は
全
国
初
と
な
る
「
大
規
模

災
害
に
お
け
る
広
域
連
携
支
援
に

関
す
る
基
本
協
定
」を
締
結
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
被
災
県

連
に
お
い
て
各
商
工
会
と
の
連

絡
・
情
報
収
集
、
ま
た
全
国
各
地

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
支
援
の
受
入
れ

な
ど
初
動
対
応
に
苦
慮
。
大
震
災

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
大
規
模
な
災

害
発
生
時
で
は
、
当
該
県
連
だ
け

で
は
対
応
に
限
界
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
昨
年
度
よ
り
検
討
を
重
ね
、

よ
う
や
く
調
印
式
を
迎
え
る
に

後
日
抽
選
に
よ
り
、
温
泉
ペ
ア
宿

泊
券
や
逸
品
認
定
商
品
で
も
あ
る

「
ぶ
ど
う
液
」
や
「
い
ち
ご
の
お

菓
子
」
と
い
っ
た
亘
理
町
・
山
元

町
の
特
産
品
セ
ッ
ト
や
共
通
商
品

券
な
ど
が
当
た
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
が
秋
の
郷

土
料
理
で
あ
る
「
は
ら
こ
飯
」
の

時
期
や
敬
老
の
日
な
ど
と
重
な
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
約
一
万
五
千
通

も
の
応
募
が
あ
り
大
変
好
評
の
内

に
終
了
と
な
っ
た
。

現
在
、
各
店
を
紹
介
し
た
チ
ラ

シ
は
商
工
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
広
く

Ｐ
Ｒ
を
続
け
て
お
り
、
今
年
度
よ

り
百
万
会
員
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も

認
定
店
を
登
録
し
、
常
に
新
し
い

情
報
を
発
信
し
て
い
く
予
定
で
あ

る
。ま

た
、
逸
品
認
定
店
の
目
印
で

あ
る
の
ぼ
り
を
継
続
し
て
店
頭
に

掲
げ
、
今
後
も
亘
理
町
・
山
元
町

の
個
人
商
店
を
気
軽
に
利
用
し
、

こ
こ
に
し
か
な
い
良
さ
を
実
感
し

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。

オータムチャンスキャンペーンチラシ

一店逸品認定のぼり調印した協定書を手にする天野会長（左から3番目）

商
工
会
事
業
　
一
店
逸
品
運
動
事
業

オ
ー
タ
ム
チ
ャ
ン
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

亘
理
山
元
商
工
会

大
規
模
災
害
時
に
連
携

東
北
六
県
・
北
海
道
で
協
定
を
締
結

至
っ
た
。

こ
の
協
定
は
、
東
北
・
北
海
道

の
い
ず
れ
か
の
地
域
に
お
い
て
地

震
、
津
波
、
風
水
害
、
大
火
等
の

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
連
合

会
連
絡
協
議
会
を
構
成
す
る
七
商

工
会
連
合
会
が
連
携
し
、
支
援
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被

災
し
た
商
工
会
連
合
会
及
び
傘
下

商
工
会
の
応
急
復
旧
及
び
被
災
し

た
会
員
企
業
の
事
業
再
開
を
迅
速

に
支
援
す
る
こ
と
が
目
的
。

具
体
的
に
は
、
被
災
し
た
商
工
会

連
合
会
等
へ
の
物
資
及
び
資
機
材
の

提
供
、
職
員
等
の
人
的
応
援
派
遣
、

商
工
会
館
、
設
備
及
び
機
器
類
等

の
貸
与
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
れ
る
。

今
後
は
、
大
規
模
災
害
に
備
え

危
機
管
理
意
識
の
醸
成
の
た
め
、

合
同
訓
練
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て

取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。
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東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
半
が

経
過
し
、被
災
さ
れ
た
事
業
所
の

復
旧
も
順
調
に
進
み
、観
光
客
等

も
徐
々
に
増
え
て
き
て
い
る
状
況

で
す
が
、東
電
福
島
第
一
原
発
事

故
に
伴
う
直
接
・
風
評
被
害
の
影

響
が
未
だ
に
色
濃
く
残
っ
て
お

り
、地
域
中
小
零
細
企
業
の
経
営

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。 「消費税の

適正な価格転嫁へ向けて」
玉造商工会
主任主査

大　場　敏　克

ま
た
、平
成
二
十
六
年
四
月
一

日
よ
り
消
費
税
が
現
行
の
五
％
か

ら
八
％
へ
移
行
す
る
こ
と
が
、十

月
初
め
に
正
式
に
決
ま
り
、中
小

企
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
よ
り
一

層
厳
し
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

そ
こ
で
消
費
税
増
税
を
受
け
、

本
会
で
は
全
国
連
か
ら
委
託
を
受

け
た「
消
費
税
転
嫁
対
策
事
業
」を

重
点
事
業
と
し
て
掲
げ
、税
理
士

に
よ
る
講
習
会
の
開
催
や
、商
工

会
に
相
談
窓
口
を
設
置
、巡
回
訪

問
時
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
制
度
説
明
な
ど
を
行
い
、会
員

事
業
所
へ
の
周
知
を
図
っ
て
お
り

ま
す
。で
す
が
、増
税
と
な
る
ま
で

あ
と
半
年
も
あ
る
と
、深
刻
に
捉

え
て
い
な
い
会
員
事
業
者
が
多
い

の
が
現
状
で
、こ
れ
か
ら
の
半
年

と
い
う
限
ら
れ
た
時
間
し
か
あ
り

ま
せ
ん
が
、今
ま
で
以
上
に
巡
回

に
よ
る
本
制
度
の
周
知
徹
底
や
、

二
〜
三
月
の
確
定
申
告
期
の
税
務

指
導
と
合
わ
せ
た
制
度
周
知
と
価

格
転
嫁
指
導
を
行
い
、消
費
税
増

税
に
よ
る
会
員
事
業
所
の
負
担
増

と
な
ら
な
い
よ
う
、職
員
一
丸
と

な
っ
て
制
度
周
知
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

震
災
で
ハ
ム
工
場
の
話
は
中
断

し
て
い
ま
し
た
が
、
今
こ
そ
会
社

全
体
で
同
じ
目
標
を
持
つ
事
が
大

切
と
思
い
、
一
年
遅
れ
の
平
成
二

十
四
年
の
七
月
に
は
、
ハ
ム
棟
と

ス
ラ
イ
ス
棟
の
二
棟
を
完
成
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、

東
松
島
市
や
商
工
会
、
宮
城
県
、

国
等
の
関
係
機
関
、
そ
し
て
全
国

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
世
界

方
々
か
ら
と
多
方
面
の
支
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

当
社
は
こ
の
事
を
忘
れ
ず
全
員

が
こ
れ
か
ら
も
前
向
き
に
生
き
て

い
く
為
に
東
松
島
ハ
ム
工
場
が
当

社
の
基
幹
工
場
と
な
れ
る
よ
う
に

全
員
で
頑
張
っ
て
い
る
最
中
で

す
。

平
成
二
十
三
年
の
春
に
、
当
社

の
ハ
ム
工
場
建
設
計
画
が
進
ん
で

い
た
折
の
三
月
十
一
日
に
あ
の
悲

惨
な
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
り
、

計
画
は
白
紙
状
態
に
な
り
ま
し

た
。幸

い
当
社
は
平
成
十
六
年
一
月

に
市
内
か
ら
大
塩
地
区
の
高
台
に

有
る
団
地
に
移
転
し
て
い
ま
し
た

が
、
車
両
三
台
が
仕
事
先
で
津
波

に
流
さ
れ
、
地
震
の
揺
れ
に
よ
り

工
場
内
の
損
傷
、
舗
装
の
段
差
と

亀
裂
が
酷
く
、
従
業
員
の
家
族
で

は
十
名
の
方
が
亡
く
な
り
、
又
、

私
の
自
宅
は
大
規
模
半
壊
と
な
っ

た
の
で
、
震
災
直
後
は
こ
の
ま
ま

会
社
を
維
持
し
て
行
け
る
の
だ
ろ

う
か
と
大
変
悩
み
ま
し
た
。

そ
ん
な
状
況
の
中
、
当
社
従
業

員
は
、
自
宅
が
津
波
に
遭
い
、
身

内
で
亡
く
な
っ
た
方
が
居
る
に
も

拘
ら
ず
、
会
社
に
来
て
後
片
寸
け

を
し
て
く
れ
て
い
る
姿
を
見
て
、

何
と
し
て
も
会
社
を
継
続
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
社
員
や
パ
ー
ト
さ
ん

は
も
ち
ろ
ん
、
少
し
で
も
地
元
に

貢
献
で
き
る
会
社
に
す
る
の
が
生

か
さ
れ
た
私
の
使
命
と
思
い
ま
し

た
。当

社
は
震
災
の
年
で
創
業
五
十

五
年
を
迎
え
ま
し
た
。

亡
き
両
親
が
旧
矢
本
町
内
で
精

肉
店
と
養
豚
業
を
始
め
て
、
長
年

地
元
や
山
形
県
、
岩
手
県
の
豚
肉

を
扱
っ
て
き
た
の
で
、
い
つ
か
こ

れ
ら
の
豚
肉
を
使
っ
て
地
元
の
皆

様
に
美
味
し
い
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー

ジ
を
自
社
工
場
で
作
っ
て
食
べ
て

頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
し

た
。

新設された自社工場

「
こ
れ
か
ら
の
生
き
が
い
を

東
松
島
ハ
ム
工
場
に
託
す
」

株
式
会
社
オ
イ
タ
ミ
ー
ト（
東
松
島
市
）

復
興
へ
の
道
標
�
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宮
城
県
特
産
品
の
販
路
開
拓
を

目
的
に
本
会
が
実
施
し
て
い
る
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
強
化
事
業
に
て
、

「
地
域
の
力
ニ
ッ
ポ
ン
市
に
っ
ぽ

ん
全
国
物
産
展
in
大
丸
京
都
」の

出
店
事
業
者
の
支
援
を
行
っ
た
。

当
イ
ベ
ン
ト
に
は
日
本
各
地
の
ご

当
地
グ
ル
メ
が
集
ま
り
、多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

本
県
か
ら
は
牛
タ
ン
弁
当
な
ど

が
出
品
し
、京
都
の
方
々
に
も
人

気
を
博
し
て
い
た
。

期
間
中
は
大
型
台
風
が
接
近

し
、京
都
府
内
は
一
部
の
地
域
で

浸
水
な
ど
の
被
害
が
あ
り
、避
難

警
報
が
出
さ
れ
、催
事
へ
の
客
足

が
苦
戦
す
る
中
、本
県
の
事
業
者

は
昨
年
度
を
上
回
る
売
上
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。

本
事
業
は
、平
成
二
十
四
年
度

補
正
予
算
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て

い
る「
地
域
力
活
用
市
場
獲
得
等

支
援
事
業
」の
一
部
で
新
商
品
や

新
サ
ー
ビ
ス
を
新
た
に
開
発
や
内

容
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

事
業
費
の
三
分
二（
上
限
二
百
万

円
）を
補
助
し
市
場
拡
大
を
目
指

し
た
事
業
で
あ
る
。

全
国
で
は
四
六
二
事
業
が
採
択

さ
れ
、う
ち
二
百
四
事
業
は
商
工

会
が
支
援
機
関
と
し
て
関
与
し
採

択
さ
れ
た
。

ま
た
、県
内
で
は
商
工
会
が
支

援
し
た
下
記
七
事
業
が
採
択
を
受

け
て
現
在
新
商
品
や
新
サ
ー
ビ
ス

開
発
を
進
め
て
い
る
。

今
年
度
は
三
次
公
募
ま
で
終
了

し
て
い
る
が
、全
国
連
を
通
じ
て

平
成
二
十
五
年
度
補
正
予
算
に
も

継
続
し
て
事
業
を
実
施
さ
れ
る
よ

う
要
望
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、事
業
者
に
お
い
て
こ
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
検
討
さ
れ
て
い
る

会
員
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
近
く

の
商
工
会
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

宮
城
県
特
産
品
の
販
路
開
拓
支
援
事
業

に
っ
ぽ
ん
全
国
物
産
展
in
大
丸
京
都

地
域
力
　
新
商
品
・

新
サ
ー
ビ
ス
開
発
支
援
事
業

〜
宮
城
県
内
七
事
業
採
択
決
定
〜

私
の
お
父
さ
ん
は
、内
装
業

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。家
の
か

べ
紙
を
貼
っ
た
り
、カ
ー
テ
ン
を

付
け
た
り
、床
を
張
っ
た
り
そ
の

家
に
似
合
っ
た
よ
う
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
た
り
し
て
い
ま
す
。私

の
部
屋
も
好
き
な
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の

か
べ
紙
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

三
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で

被
害
を
受
け
た
家
な
ど
の
補
修

作
業
や
津
波
で
家
を
無
く
し
て

新
し
く
建
て
た
人
達
の
マ
イ
ホ
ー

ム
作
り
な
ど
、と
て
も
忙
し
く
て

休
み
も
ほ
と
ん
ど
な
く
頑
張
っ

て
毎
日
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。で

も
、休
み
の
日
は
一
緒
に
遊
ん
で

く
れ
た
り
家
族
で
出
か
け
た
り

し
ま
す
。

私
が
行
っ
て
み
た
か
っ
た
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
と
シ
ー
に
も
連
れ

て
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。色
々
な
仕

事
が
あ
っ
て
大
変
だ
と
思
う
け

ど
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

お
父
さ
ん
は
青
年
部
の
部
長

も
し
て
い
ま
す
。町
の
お
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
で
手
伝
い
を
し
た
り
、

町
の
発
展
の
為
に一生
け
ん
命
頑

張
っ
て
い
ま
す
。仕
事
も
し
て
青

年
部
の
部
長
も
し
て
、頑
張
っ
て

い
る
お
父
さ
ん
の
姿
を
見
て
い
る

と
す
ご
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。忙

し
く
て
も
私
達
の
こ
と
を
ち
ゃ
ん

と
考
え
て
く
れ
る
お
父
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
、大
変
な
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う
け
ど
、体

に
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

佐藤　賢さんと玲那さん

佐さ
と
う藤

　
玲れ

な那
さ
ん
　
　

（
柴
田
町
立
東
船
岡
小
学
校
五
年
）

イ
ン
テ
リ
ア
ラ
イ
ズ

柴
田
町
商
工
会
青
年
部　

佐さ
と
う藤　

賢け
ん

さ
ん

「
わ
た
し
の
お
父
さ
ん
」

商工会名 支援事業者名 事業計画名
みやぎ仙台 株式会社　伊達の 仙台名物牛タンの商品開発「伊達の牛タン旨塩煮、旨みそ煮」
加美 株式会社　星栄商店 食物アレルギーに対応したオリジナルの麺製品の開発とその販路開拓
石巻かほく 有限会社　タツミ食品 石巻十三浜の新鮮なメカブを活用した新商品開発事業
女川町 復興まちづくり

女川合同会社
滞在観光の実現に向けた事業者向け「おもてなしマニュアル」制作プロ
ジェクト

亘理山元 田所食品株式会社 宮城県山元町イチゴの良さを余すことなく生かした「イチゴジュース」開
発と販路開拓

南三陸 株式会社　及新 南三陸産牡蠣の流通鮮度等向上技術開発および包装形態開発による高付
加価値化と販路事業

石巻かほく 有限会社　髙橋設備 特許出願中の部品を装着した鋼製巻尺（コンベックス）の商品化
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自己実現を図りたい、自分の裁量で可能性を広げたい、社会貢献したい、という理由により創業する方
が増えています。創業を成功させるためには、ビジネスの原理原則を知ること、よいご縁を作ることが大
切です。創業塾では、このような成功するためのポイントを4日間でお伝えしていきます。
　

【日　時】　第 1 回　『立ち位置を知る』　　　　　　　　　　　　12月 7 日㈯
　　　　　第 2 回　『マーケティング戦略』　　　　　　　　　　12月14日㈯　　開催時間はいずれも
　　　　　第 3 回　『数字とお金の話』　　　　　　　　　　　　12月15日㈰　　午前10時～午後 5 時
　　　　　第 4 回　『ステップアップ』　　　　　　　　　　　　12月21日㈯

【講　師】　渡　辺　進　也　氏（中小企業診断士・㈲まる進代表取締役）
　　　　　鈴　木　たすく　氏（中小企業診断士）

【会　場】　ＴＫＰ仙台西口ビジネスセンター　仙台市青葉区本町 1 − 5 −31　シエロ仙台ビル　 2 Ｆ
【定　員】　30名
【受講料】　無料
【申込・お問い合わせ先】宮城県商工会連合会　広域企業支援グループ
　　　　　　　　　　　 電話・ＦＡＸ・Ｅ-mailにて、住所・氏名・電話番号を明記の上お申し込み下さい。
　　　　　　　　　　　 ＴＥＬ 022-225-8751　ＦＡＸ 022-265-8009
　　　　　　　　　　　 Ｅ-mail kouikishien@office.miyagi-fsci.or.jp

【締　切】　11月30日㈯（ただし、定員になり次第締め切らせていただきます。）

創業塾開催のお知らせ ～新たな可能性を広げる～

第292号（6）発行　平成25年11月3日



税のひとくち知識

消費税増税の留意事項（その1）
消費税率が平成26年 4 月 1 日以降 8％とする新消
費税法の施行が決まりました。また、「消費税の円
滑かつ適正な転嫁の確保のための消費税の転嫁を阻
害する行為の是正等に関する特別措置法」（消費税
転嫁対策特別措置法）が施行されました。
今回は、それぞれの留意事項等を簡記しましたの
で、会報平成25年5月号の「消費税増税への対応」
と併せて参考にしてください。

Ｑ 1　施行日（平成26年 4 月 1 日）前後の取引に係
る消費税法の適用関係。

　Ａ　施行日の前日（平成26年 3 月31日）までに締
結した契約に基づき行われる資産の譲渡等及び
課税の仕入れ等であっても、施行日以後に行わ
れるものは、経過措置が適用される場合を除き、
新消費税法が適用される。

Ｑ 2　施行日の前日（平成26年 3 月31日）までに仕
入れた商品を施行日以後に販売した場合の消費
税法の適用関係。

　Ａ　当該販売については新消費税法（新税率）が
適用されますが、商品の仕入れについては施行
日の前日までに行われているから、課税仕入れ
に係る消費税額は旧消費税法の規定（ 5％）に
基づき計算する。

Ｑ 3　当社（ 3月決算法人）では、毎年 3月20日を
決算締切日としており、法人税基本通達 2− 6
− 1（決算締切日）の取扱いを適用しています
が、この場合の消費税法の適用関係。

　Ａ　法人税法基本通達 2− 6− 1（決算締切日）
の取扱いを適用している場合であっても、平成
26年 3月21日から平成26年 3 月31日まで間に
行われる資産の譲渡等及び課税仕入れについて
は旧消費税法が適用される。
なお、継続的に、売上及び仕入れの締切日を
一致させる処理をしている場合には、平成26年
3 月21日から平成26年 3 月31日までの間の売上
げ及び仕入れについては、平成26年 4 月分の売
上げ及び仕入れとして、消費税の申告をして差
し支えない。

Ｑ 4　販売商品の返品について、例えば、 4月中に
返品を受けた商品は、3月中の販売に対応する
ものとして処理している場合は、平成26年 4 月
中の返品については平成26年 3 月中の販売に対
応するものとして、旧消費税法の規定に基づき
売上に係る対価の返還等に係る消費税額の計算
を行って差し支えないか。

　Ａ　施行日前に行った商品の販売について、施行
日以後に商品が返品され、対価の返還等をした
場合には、旧消費税の規定に基づき売上げに係
る対価の返還等に係る消費税額の計算をするこ
ととされている。
なお、このように取り扱う場合には、取引当
事者間において取り交わす請求書等に適用税率
を明記し、取引の相手方は当該請求書等に記載
された税率により仕入れに係る対価の返還等に
係る消費税額を計算する。

Ｑ 5　工場の修理工事を、引渡しを平成26年 4 月30
日とする請負契約を平成25年10月30日に行っ
た。この場合の消費税率の適用関係。

　Ａ　請負工事等について経過措置が適用され、旧
税率（ 5％）が適用されるのは、平成25年10月
1 日の指定日の前日（平成25年 9 月30日）まで
に締結された契約について適用されるものであ
る。従って、この工事に係る消費税率は 8％で
ある。
なお、平成26年 3 月31日までに引渡しを受け
た場合は当然5％である。

Ｑ 6　工事の請負等に関する税率等の経過措置の適
用を受けようとする場合、契約書その他の書類
を作成しなければならないか。

　Ａ　契約書その他の書類を作成しているかどうか
は、経過措置の適用を受ける要件となっていな
いが、経過措置の適用があることを明らかにす
るためには、契約の締結時期や工事内容が経過
措置の適用要件を満たすことについて契約書そ
の他の書類により明らかにしておく必要がある。

宮城県商工会連合会　嘱託専門指導員　　
菅野正弘
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福
島
の
被
災
三
県
に
義
援
金
が
配

付
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
代
表
者
よ

り
報
告
を
行
い
、
本
県
か
ら
は
菊

池
県
女
性
連
会
長
（
大
崎
）
が
全

国
の
皆
様
へ
の
御
礼
を
述
べ
た
。

な
お
、
来
年
度
の
全
国
大
会
は

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
二
日
に

福
岡
県
で
開
催
の
予
定
。

十
分
間
の
持
ち
時
間
で
熱
弁
を

奮
っ
た
。

本
県
を
代
表
し
て
佐
藤
雄
太
郎

君
（
本
吉
唐
桑
）
が
発
表
を
行
っ

た
が
、
審
査
の
結
果
、
優
秀
賞
を

受
賞
し
た
。

ま
た
、
青
森
県
商
工
会
青
年
部

が
取
組
ん
で
い
る
「
あ
お
も
り
ん

ピ
ッ
ク
地
域
活
性
化
運
動
」
の
感

佐
藤
雄
太
郎
君（
本
吉
唐
桑
）

〜
優
秀
賞
受
賞
〜

︱
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会
青
年
部
交
流
研
修
会
︱

商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
が
十

月
十
七
日
に
愛
媛
県
松
山
市
「
ひ

め
ぎ
ん
ホ
ー
ル
」
を
会
場
に
本
県

第
二
十
回
東
北
六
県
・
北
海
道

商
工
会
青
年
部
員
交
流
研
修
会
並

び
に
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
東

北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
、

去
る
十
月
二
十
三
日
、
青
森
県
青

森
市
「
ホ
テ
ル
青
森
」
を
会
場

に
、
本
会
青
年
部
員
三
十
名
参
加

の
下
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

初
め
に
主
張
発
表
大
会
が
行
わ

れ
、
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会

青
年
部
の
各
道
県
大
会
を
勝
ち
抜

い
た
代
表
者
七
名
が
、
自
分
達
の

青
年
部
活
動
や
経
営
体
験
を
通
し

て
得
た
歓
び
や
誇
り
に
つ
い
て
、

の
女
性
部
員
三
十
九
名
を
含
む
全

国
二
千
三
百
三
十
七
名
の
女
性
部

員
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

主
張
発
表
大
会
で
は
、
本
県
の

若
山
弘
子
さ
ん
が
東
北
・
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
と
し
て
当
日
駆

け
つ
け
た
地
元
・
河
南
桃
生
商
工

会
及
び
東
北
各
地
の
女
性
部
員
の

声
援
を
受
け
て
堂
々
と
発
表
し
、

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

ま
た
、
全
女
性
連
五
百
円
玉
募

金
事
業
の
中
か
ら
、
岩
手
・
宮
城
・

震
災
後
中
止
と
な
っ
て
い
た
女

性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
九
月

二
十
六
日
、
ホ
テ
ル
法
華
ク
ラ
ブ

仙
台
で
女
性
部
員
百
二
十
名
参
加

の
も
と
二
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

た
。

若
山
弘
子
さ
ん（
河
南
桃
生
）

優
秀
賞
を
受
賞

︱
第
十
五
回
商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
ｉ
ｎ
え
ひ
め
︱

は
じ
め
に
宮
城
県
危
機
対
策
課

三
浦
英
明
氏
よ
り
新
た
な
災
害
に

備
え
て
の
対
処
方
・
心
構
え
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
た
。

続
い
て
、
中
村
デ
ザ
イ
ン
事
務

所
中
村
通
所
長
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
表
現
力
や
地
域
か
ら

よ
り
愛
さ
れ
る
店
づ
く
り
に
つ
い

て
実
技
を
交
え
な
が
ら
講
習
を
受

け
、
女
性
部
員
に
と
っ
て
大
変
有

意
義
な
研
修
会
と
な
っ
た
。

リーダー研修会

発表する若山さん 主張発表会の応援風景

商工会女性部全国大会会場

動
・
元
気
・
友
情
・
ス
ポ
ー
ツ
・

発
展
の
五
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
主
張
発
表
大
会
の
結
果

は
次
の
通
り
。

○
最
優
秀
賞　

秋
田
県
代
表

高
橋　

秀
彰
君（
由
利
本
荘
市
）

○
優
秀
賞　

宮
城
県
代
表

佐
藤
雄
太
郎
君（
本
吉
唐
桑
）

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
表
現
力
に
つ
い
て
学
ぶ

︱
商
工
会
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
︱
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